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5-1  労働時間､休憩､休日に係る労基法第４章の構成 

 

 

 

 労働基準法第４章は、「労働時間、休憩、休日及び年次有給休暇」について

規定するところであり、第 32 条～第 41 条（18 箇条）からなっている。 

第 32 条は、労働時間の原則を週 40 時間、1日 8時間と定めている。 

第 32 条の 2からは 4種類の変形労働時間制を規定する。 

第 34 条は「休憩」、第 35 条は「休日」に関する規定である。 

第 36 条には、時間外・休日労働の制限解除要件たる三六協定について規定

している。 

第 38 条の 2からは 3種類のみなし労働時間制を規定する。 

第 39 条は年次有給休暇に関する規定である。 

第 40 条に労働時間及び休日の特例を、第 41 条では、一定の業種（農・畜・

水産業）や管理監督者等に対する労働時間規定の適用除外を定めている。 

 

 

 

 

 

 


